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特定機器(MSF-24P型)の榊造

特定機器(MSF-2Ⅱ型)の収納条件
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特定機器倒SF・24P型)の構造

MSF-24P 型は、軸k減速、1蚤フk冷却、加田K1型原子炉(以下「Nk という。)で発生した使用済燃料を貯

蔵する機能を有するとともに、使用済燃料の原子力発哥刷雌妙*への運扱々に用いる輸送容器の機能を併せ持

つ金属製の特定兼用キャスク(以下「兼用キャスク」という。)である。

MSF-24P型を用いることにより、兼用キャスク貯蔵施設(以下「貯蔵施調という。)に搬入された後も

使用済燃料集合体を別の容器に詰め替えることなく貯蔵を行うことができる。

MSF、2Ⅱ型は、キャスク本体、蓋部、バスケット、緩衝体等で構成され、貯蔵施設内において貯j畿架台を

介して床面に固定される。

MSF-24P型の構造及び仕様をそれぞれ第1図から第14図及び第1表に示す。

山キャスク本体

キャスク本体の主要部は、炯、中性子遮蔽材及び外筒等で構成されている。

胴は、炭剰岡製であり、密封容器として設計されている。また、胴と外筒の問には主要な中性子遮蔽

材としてレジンが充填されており、また、胴の炭素鋼は、主要なガンマ線遮蔽材となっている。

キャスク本体の取扱い及び愉送荷姿による貯蔵中の固定のために、上部に2対のトラニオン、下部に

2対のトラニオンが取り付けられている。

②蓋部

蓋部は、一次蓋、二次蓋及び貯蔵用三次蓋で榊成されている。

一次蓋は炭素鋼製の円板状であり、ボルトでキャスク本体上而に取り付けられ、閉じ込め境界が構成

される。一次蓋には主要な中性子遮蔽材としてレジンカ流填されており、また、一次蓋の炭素鋼は、主

要なガンマ線遮液材となっている。

二次蓋11炭素鋼製の円板状であり、ボルトでキャスク本体上而に取り付けられる。

貯蔵用三次蓋はステンレス鋼製の円板状であり、ボルトでキャスク本体上面に取り付けられる。貯蔵

用三次蓋は、原子力発電所敷1妙トへの運掘"に用いられる三次蓋と同等の構造である。

一次蓋及び二次蓋のシーノ暗'には、長期にわたって閉じ込め機能を剖鯆するために金属ガスケツトが

取り付けられている。

偶)バスケット

バスケットは、断面H獄が中空状のアルミニウム合金製のバスケットプレートから描成された格子構

造であり、個々の使用済燃料.集合体がキャスク本体内部に配置されたバスケットの所定の格子内に収納

される。また、使用済燃料の朱臨界性を瓢鯆するために、中性子吸収材を併せて配置している。
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④緩衝体

緩衝体は、ステンレス鋼製のカバープレートとりブから構成される溶接構造物の内部に緩衝材である

刈オを充填したものであり、兼用キャスクに加わる衝撃を吸収するため、輸送荷姿による貯蔵の場合は、

キャスク本体上部及びキャスク本体下部に、蓋音Kの金属部への衝突が生じない設鐙方法による貯蔵の場

合は、キャスク本体上部に緩衝体がポルトで取り付けられる。

⑤貯蔵架台(蓋部の金尻倍"への衝突が生じない設置方法による貯蔵の場合)

蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法による貯蔵の場合において、兼用キャスクは、叛用キャス

ク底部と巖め合うための饌め込み部を設けた炭素鋼製の貯蔵架台に設過する。
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[三コ内は商業機密のため、非公開とします。
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第N図貯蔵架台(蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法刷
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全質量 q吏用済燃料集合体を含む)
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第1表 MSF-24P型の仕様

キャスク本体

胴(ガンマ線遮蔽材)

外筒(ガンマ線遮蔽材)

ニオントラ

中性子遮蔽材

熱伝 フ イ ,ノ

体

壊

主

数

仕

要

量

蓋

材

135 t 以下

貯蔵用

蓋

質

6.8 m以下

3,6 m 以下

邦

バスケ

レー

様

ボ

圧カセンサによる蓋闇圧力監視

誕体

炭素鋼

炭素鋼

析出硬化系ステンレス鋼

レジン(エポキシ系枯朋旨)

銅

スケ

性

15.8 W'

(注1)

緩衝体

ル

ツ

ツ

緩

カバープ

トプ

吸

内

(↑11 3 )

金属ガスケット

貯蔵架

部

閉

矼f

炭素鋼

炭素鋼

ステンレス鋼

ニッケルクロムモリブデン鋼

17

(注D

(注2)

(注3)

(注4)

じ

充

貯蔵用三次蓋は原子力発商凧那瞥トへの遍般に用いられる三次蓋と伺等の構造である。

バスケットプレートに使用するアルミニウム合金の材料名称ばⅧ一A3004一田12である。

緩衝体は原子力発電所敷ナ捗トへの玉凱をに用いられる緩衝体と同一である。

貯蔵架台は申請範囲に含む蓋部の金属部への衝突が生じない設買方法用である。

込

材

リブ

土資

洗

め

4

ル

ガ

アルミニウム合金

ほう素添加アルミニウム合金

視

ス

方

材

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

式

木材

ステンレス鋼

(作2)

長
径

熱山
月

蓋
釜

蓋

次
次
次三

1
L

、

、

子

、

シ

台

寸
法

全
外

バ
中

レ
4
ト
材



特定機器磁SF-2Ⅱ型)の収納条件

MSF、24P型に収納する使用済燃料集合体の仕様を第2表に示す。なお、使用済燃料集合体は、第3表に

示す仕様のバーナブルポイズン集合体を挿入した状態でMSF-2Ⅱ型へ収納する場合がある。

MSF-2岬型に収納する使用済燃料集合体及びバーナブルポイズン集合体を挿入する使用済燃料集合体の

収納位置条件を第15図に示す。
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項

使用済燃料集合体の種類

第2表(V2)使用済燃料集合体の仕様

目

形

状

仕

質

全

体 幅

蝿,000肌阿/t 型

A型

初期濃縮度
(集合体平均)

長

17× 17燃料

量

最商燃焼度

B型

冷

様

(北1)

39,000INd/t 型

約2N 肌

却

A型

収

期

約410o m

4.2 Wt%以下

納

ヨ・

郵門帥蚫

48,000 1州d/t

体

B型

平均燃焼度継2)

15年以上

数

(注D 最高燃焼度とは、収納する燃料・集合体1体の燃焼度の最大値を示す。

(注2)平均燃焼度とは、収納する全,太料集合体に対する燃焼度の平均値を示す。

崩

Π年以上

壊

3.7 Wt%以下

炎4

39,000 ゛〒d/t

量
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15年以上

訓体

44,000 肌Ⅷ/t 以下

17年以上

15.8 1dT 以下
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項

使用済燃料集合体の種類

第2表促/の使用済燃料集合体の仕様

目

形

状

仕

質

全

体 幅

48,000INd/t 型

A型

初期濃縮度
(集合体平均)

長

巧X15燃料

地

最高燃焼度

B型

冷

様

(111 1 )

39,000都Td/t 型

約214 脚

却

A型

収

期

4.いⅦ%以下

約4100 肌

納

間

約 670 kg

48,000 INd/t

B型

平均燃焼度

15年以上

数

(注1)最高燃焼度とは、収納する燃料・集合体1体の燃焼度の最大値を示す。

(注2)平均燃焼度とは、収納する全燃料集合体に対する燃焼度の平均値を示す。
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量
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24体
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15.8 W以下
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項

第3表(V2)バーナブルボイズン集合体の仕様

バーナブルポイズン集合体の
類種
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射
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項
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約即蚫

第3表伐々)バーナブルポイズン集合体の仕様

バーナブルポイズン集合体の
類種

[1コ内は商巣機密のため、非公開とします。
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第15図使用済燃料集合体の収納位置条件
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[1ヨ内は商業纖密のため、非公開とします。

1詔燃焼度が開,00田側ハ以下の使用済燃料集合体の収納位置


